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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は細胞内での活性酸素の生成,これを抑制,消去させる機構および活性酸素の生物的効果に関す

る研究の成果をとりまとめたものである｡

まず,葉緑体の成分である Mn2'およびプラストシアニンとスーパーオキシドラジカル (02つ との反

応横横につき詳細に検討し,葉緑体での電子伝達系により酸素分子が1電子還元されて,OB-が生成し,

これによってMn2'が酸化されることを化学量論的に証明したoそして,光照射菓線体で生成するOB-の

約10%が Mn帥 とプラストシアニンにより消去されうることを明らかにした｡また,0{を中間体とする

循環的な電子伝達により,葉緑体を光 ･酸素障害から防御している可能性を示した.

つぎに,細胞内で還元され,ついで自動的に酸素により酸化されやすい化合物で,細胞毒性を有するも

のとしてヒドロキシルアミソをとりあげた｡そして,これが自動酸化の際活性酸素を生成することを明ら

かにし,ヒドロキシルアミソによるウイルス不活化作用が,09-および反応中間体として生成したヒドロ

キシルアミンラジカルによるウラシルの分解に基づくことを示唆した｡この研究に関連して,ヒドロキシ

ルアミン自動酸化系を用いた,スーパーオキシドジスムターゼの簡易定量法をも考案した｡′

さらに,結核の有効な化学療法剤として用いられている抗生物質,リファマイシンSVの微生物生育阻

害を酸素が促進することを兄い出し,リファマイシンSVの殺菌作用に対する酸素の効果や自動酸化に伴

う活性酸素の生成について詳しく検討した｡すなわち,菌体内でリファマイシソ SV/リファマイシンS

の循環的酸化還元反応が生C,これに伴って,02~や各種酸素ラジカル類が連続的に生成し,そのため菌

の RNA生合成が阻害されて抗菌作用が発現することを初めて証明した ｡

論 文 審 査 の 結 果 の･要 旨

活性酸素の生理作用については,近年その研究が進むにつれ,ますます重要性が確認されてきた｡

本論文の著者は,活性酸素として最も注目されているスーパーオキシドラジカル(0{)の細胞内で卑生一
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成,反応性さらにその生理作用に関して広範な研究を手が叶,貴重な新知見なえた.

すなわち,まず薬療体の光照射により生成する 02~の約10%が,Mn肘 とプラストシアニンにより消去

されうることを化学量論的に証明し,葉緑体中での光酸化障害の新らたな防御機構を示唆した｡

また,抗結核剤,1)ファマイシンSVの殺菌作用について,その機構を詳細に検討し,1)ファマイシン
の自動酸化に伴い,0㌔やその他の酸素ラジカル類が生成して,それが菌のRNA生合成を阻害し,抗菌

作用を発現することを初めて明らかにしたO

その他,ヒドロキシルアミンのウイルス不活化作用も02-によることを実証するなど,多彩な生理障害

の作用機作に共通した活性酸素の生成や反応性を巧みに解明した｡

以上のように,本研究の成果は,植物生理学,生化学,微生物化学などの広い分野に寄与するところが

大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める.
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